












Free Trade Movement in the Second Half of 1840 in England 
 




２．Metropolitan Anti-Corn-Law Association の活動と同盟 
３．Anti- Corn- Law Tea Party の開催 






















① １月 Manchester にて大規模集会が盛大に開催される。 
② ２月 London に Metropolitan Anti-Corn-Law Association を設立。 
③ ３月 Melbourne 政府閣僚との会談。 
④ ４月 Leeds 急進派の台頭。 













５月に Charles Villiers により議会に再提出された穀物法反対の動議も反対300・賛






年代 輸出額 指数 年代 輸出額 指数 
1830 38.3 100 1837 42.1 110 
1831 37.2  97 1838 50.1 131 
1832 36.5  95 1839 53.2 139 
1833 39.7 104 1840 51.4 134 
1834 41.6 109 1841 51.6 135 
1835 47.4 124 1842 47.4 124 
1836 53.3 139 1843 52.3 137 
注 指数は1830年を100とする。 
出所：B.R.Mitchell & Phyllis Deane, Abstract of British Historical Statistics，Cambridge 




年代 放出量 指 数 
1835    16,336    100 
1836    19,554    120 
1837   232,793  1,425 
1838 1,739.303 10,647 
1839 2,519,873 15,425 
注 指数は1835年を100とする。 
出所：Thomas Tooke and William Newmarch,  A History of Price, 
and of the State of the Circulation, in 1838 and 1839, 
Longman, London and New York, 1848, vol.3, p.294.より作
成。 
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一方 London では Charles Villiers が穀物法反対の決議案、具体的には現行の1828













Warburton による Villiers の動議に対する賛成演説の途中に「採決、採決」という大
きな叫びで攻撃され、かつ、動議に反対の Mr. Clay から、以前検討された議論の蒸
し返しであり議会を混乱させていることは大いに遺憾である、との発言があった。(3) 










２．Metropolitan Anti-Corn-Law Association の活動と同盟 




















リコ問題で Mr. Kenshaw と Mr. Callender に莫大な債務を抱えており、これについ




その結果、Manchester 反穀物法同盟と Metropolitan Association との関係はいっ
そう悪化したのであった。９月に入り Manchester 反穀物法同盟の Richard Cobden
からのLondon でのMetropolitan Associationの活動計画に関する問い合わせの手紙



































として￡250の送金を Cobden に要請したが拒否されてしまった。Place は


















































































Anti-Corn-Law Tea Party（反穀物法茶会）が Manchester 穀物取引所で開催され、
計850名以上の男女が参加した。この会は女性中心に運営された同盟 初の催しで、








て茶会は運営された。会場に設置された65の各テーブルには Richard Cobden 夫人を
始めとする女性が1人ずつ配置され主人役を務め、そのうち13のテーブルでは独身女



































































この華やかな茶会の議長はMr. Mark Philips が任命され、演説は終始高い希望と
固い決意の意気を表明したもので、講演者は議長の他、Richard Cobden、Manchester 
商業会議所会頭の J.B.Smith、Sir Thomas Potter、議長の友人で Manchester 代表
の Mr. R. Hyde Greg、Salford の会員である Mr. Brotherton、John Brooks、Joseph 




４．その後の Manchester 反穀物法同盟の活動 










































11月30日に Liverpool と Manchester の中間にある Warrington で集会が開かれ、
講師派遣の要請を受け反穀物法同盟を代表して Manchester から Mr. R. Cobden、





いた人たちが意見を述べる機会は忘れられがちであった。 しかし議長の Mr. Hol-
brook Gaskell が同盟の代表団を紹介した後に、Mr. Rawson が短かったが思慮深い

















同様な集会が12月21日に Manchester の南部の近郊 Macclesfield で開催され、同盟
からは Warrington の集会にも出席した３名、Mr. Cobden、Mr. W. Rawson、Mr. J. 





であった。(29) Cobden を始めとする講師陣が各地に出向き Ricard 経済学の国際分業














しかしながら、Metropolitan Anti-Corn-Law Association の活動の失敗が
Manchester Anti-Corn-Law League を大きく失望させた。London での活動が失敗
した１つの理由は Manchester Anti-Corn-Law League と London 急進派との意見の
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